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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 法霊崎　恵子様～本日お母様より連絡があり、１２日～１９日の外泊の許可が　　　　　　　　　　出ました。１２日の１０:００に迎えに来るそうです。

· 高橋　百壽様～財布を２つ医事室へ預けています。

· 皮膚科

　　　吉田　富秋様・・・追加　背部に癤あり、アズクロ処置

　　　　　　　　　　　　　　　サワシリン　４×１　３日分処方

　　　横山　耕生様・・・１）２）止めとなっています

　　　日向端　庸男様・・・新規　白癬（両足・両足爪）　ラミシール処置

　　　　　　　　　　　　　　　　ラミシール　１Ｔ　１×朝処方

· 江刺家　恵子様～医療保護から任意へ切り替えになっています。

・ 五日市　公様～血圧低値ありますが自覚症状ないため様子観察とのこと。眩　　　　　　　　　暈の等症状あったら薬の検討するそうです。

血圧や身体症状の観察していきましょう

＜注目患者様ケース検討＞

佐々木　淳様

　　＃１血圧低値でも自覚症状ない　

　　　　　Ｐ１－事故防止

　薬剤調整中であり、以前ほどの低さはないがまだ低値みられています。本人に症状問うも「なんともない」と話しています。低値時は喫煙控えるよう話していますが、本人から「やっぱりやめる」と渡した煙草を返してくることもあります。毎回ではありませんが少し自覚があるような行動がみられています。その事を本人不調ととらえることができていないようですのでプラン継続とします。

　　＃２不潔

　　　　　Ｐ２－保清維持

　歯磨きはしていると本人話しますが汚れが残っている事が多く、チェック表へのサインも所々しかありません。髭剃り、爪きり等は自ら行う事が少ないため、引き続きスタッフからの促しをしていきましょう。プラン継続とします。寝る前はパジャマに着替えるよう準夜スタッフは声掛けお願いします。

　２週間で体重が４kg減っています。３回の食事はきちんと食べていますがこのように減っている為、補食を促していこうと考えています。１週間に１回の買い物であり、日持ちするような（カロリーメイト等）ものをすすめていく予定です。

上久保　善郎様

　　＃１臥床傾向

　　　　　Ｐ１－活動性の向上

　日中臥床がちであり、起床時は布団を畳まず起きてこられそのままレストランへ行かれます。布団を畳んでから起きてくること、就床時までは布団を敷かないことを本人へ促していき、臥床時間を減らしていきたいと思います。プラン継続です。

※江刺家恵子様の入院形態切り替えもあり、勉強会を行っています

　

＜勉強会＞

任意入院
精神病院の管理者は、精神障害者を入院させる場合においては、本人の同意に基づいて入院が行われるように努めなければならない。 

１　精神障害者が自ら入院する場合においては、精神病院の管理者は、その入院に際し、当該精神障害者に対して第38条の４の規定による退院等の請求に関することその他厚生労働省令で定める事項を書面で知らせ、当該精神障害者から自ら入院する旨を記載した書面を受けなければならない。 

２　精神病院の管理者は、自ら入院した精神障害者（以下この条において「任意入院者」という。）から退院の申出があった場合においては、その者を退院させなければならない。 

３　前項に規定する場合において、精神病院の管理者は、指定医による診察の結果、当該任意入院者の医療及び保護のため入院を継続する必要があると認めたときは、同項の規定にかかわらず、72時間を限り、その者を退院させないことができる。 

４　精神病院の管理者は、前項の規定による措置を採る場合においては、当該任意入院者に対し、当該措置を採る旨、第38条の４の規定による退院等の請求に関することその他厚生労働省令で定める事項を書面で知らせなければならない。 
医療保護入院
精神病院の管理者は、次に掲げる者について、保護者の同意があるときは、本人の同意がなくてもその者を入院させることができる。
一　指定医による診察の結果、精神障害者であり、かつ、医療及び保護の　　　　ため入院の必要がある者であって当該精神障害のために第22条の３の規定による入院が行われる状態にないと判定されたもの

二　第34条第１項の規定により移送された者 

２　精神病院の管理者は、前項第一号に規定する者の保護者について第20条第２項第４号の規定による家庭裁判所の選任を要し、かつ、当該選任がされていない場合又は第34条第２項の規定により移送された場合において、前項第一号に規定する者又は同条第２項の規定により移送された者の扶養義務者の同意があるときは、本人の同意がなくても、当該選任がされるまでの間、４週間を限り、その者を入院させることができる。 

３　前項の規定による入院が行われている間は、同項の同意をした扶養義務者は、第20条第２項第４号に掲げる者に該当するものとみなし、第１項の規定を適用する場合を除き、同条に規定する保護者とみなす。 

４　精神病院の管理者は、第１項又は第２項の規定による措置を採ったときは、10日以内に、その者の症状その他厚生労働省令で定める事項を当該入院について同意した者の同意書を添え、最寄りの保健所長を経て都道府県知事に届け出なければならない。 

第３３条の２　精神病院の管理者は、前条第１項の規定により入院した者（以下「医療保護入院者」という。）を退院させたときは、10日以内に、その旨及び厚生労働省令で定める事項を最寄りの保健所長を経て都道府県知事に届け出なければならない。 

第33条の３　精神病院の管理者は、第33条第１項又は第２項の規定による措置を採る場合においては、当該精神障害者に対し、当該入院措置を採る旨、第38条の４の規定による退院等の請求に関することその他厚生労働省令で定める事項を書面で知らせなければならない。ただし、当該入院措置を採った日から４週間を経過する日までの間であって、当該精神障害者の症状に照らし、その者の医療及び保護を図る上で支障があると認められる間においては、この限りでない。この場合において、精神病院の管理者は、遅滞なく、厚生労働省令で定める事項を診療録に記載しなければならない。 








































